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平成 28 年度 SGST 第 6 回定期研究会 議事録 

日 時：平成 29 年 2 月 24 日 16:00～17:30 

場 所：名城大学 天白校舎 研究実験棟Ⅱ 多目的室 

出席者：青嶌【フジヤマ】，伊藤(義)【岐阜高専】，入山【中日本Ｃ】，内山，藤井【パルス

テック】，大岩【東京鐵骨】，岡本(利)【橋梁調査会】，小畑【名工大】，加藤(正)，

山田【中日本Ｈ】，加藤(正)，木原，高地，菱川，松村【瀧上工業】，川西【豊田

高専】，舘石，北根，清水(優)，判治【名古屋大】，小枝，萬谷【川田工業】，嶋口，

宗本【愛工大】，清水(隆)【建設技術研究所】，園部【ＪＩＰ】，竹内【福美建設】，

竹之内，中村(保)【住友理工】，塚本【日之出水道】，長瀬，中村(信)，平野，村

瀬【日本車輌】，中原【日本橋梁】，西嶋【宇野重工】，花輪【日本鉄塔】，原田【復

建エンジ】，水谷【ＪＦＥエンジ】，水野【サンワ構造】，宮崎【デーロスＪ】，村

井【共和電業】 

以上 43 名(敬称略) 

１．定期研究会 

講演①（16：00～17：30） 

講 演 者：宇都宮大学 地域デザイン科学部 社会基盤デザイン学科 教授 中島 章典氏 

講演項目：【鋼コンクリート複合構造のずれ止め】 

講演内容 

講演【鋼コンクリート複合構造のずれ止め】 

鋼コンクリート複合構造において、鋼部分とコンクリート部分を一体化するために配置

されるずれ止めは、複合構造を成立されるために非常に重要な役割をする要素である。ず

れ止めは、一般に少数のずれ止めを配置した押抜き試験という要素試験の結果に基づき、

設計強度式等が策定され基準書などに提案されている。しかし、これら設計強度式は必ず

しも実際の構造物内のずれ止めの挙動を適切に反映していないとの指摘もある。 

長年にわたって、鋼コンクリート複合構造に関する種々の実験研究を実施されており、

特に、ずれ止めとして用いられる頭付きスタッドおよび孔あき鋼板ジベルの実験研究を続

けてられてきたずれ止めに着目した実験研究の内容を紹介された。 

また、要素試験体内におけるずれ止めの挙動と実構造物内のずれ止めの挙動の対応関係

を明らかにすることは重要であり、その端緒の１つとなる研究として、頭付きスタッドを

有する合成はり試験体と要素試験としての押抜き試験体内におけるスタッドの挙動の対応

関係を詳細に調べた実験結果を紹介された。 

本講演では、非常に活発な質疑応答が行われた。 

以上 
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D(mm) f’cd(N/mm2) t(mm)
D5C3T12 50 30 12
D6C3T12 60 30 12
D7C3T12 70 30 12
D5C4T12 50 40 12
D5C5T12 50 50 12
D5C3T19 50 30 19
D5MT12 50 - 12
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